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株式会社　岸土木 補修補強事業部

剥落防止（可視化タイプ） 伸縮装置補修

当社では、今迄培ってきた土木・建築部門に於ける技術を生かし、

コンクリート構造物の補修・補強に関するより効果的な補修工法の施工、

材料選定に至るまで顧客のニーズに応じてご提案を致します。

コンクリート再劣化防止

コンクリート表面保護

耐震補強剥落防止・繊維補強

ひび割れ補修

断面修復

中性化対策(再アルカリ化)

塩害対策(脱塩)

伸縮装置設置

測
定
機
器
が
世

界
を
つ
く
る

▼
記
者
と
し
て

今
の
会
社
に
勤

め
る
前
、
測
定

機
器
に
関
す
る

仕
事
に
携
わ
っ

て
い
た
。
当
時

は
測
定
機
器
の
豊
富
さ
に
目

を
回
し
た
も
の
だ
。
長
さ
、

重
さ
、大
き
さ
、固
さ
、多
さ
、

甘
さ
、
丸
さ
―
―
。
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
に
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
の
「
単
位
」
が
設
定
さ

れ
、
測
定
機
器
で
厳
重
に
管

理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
▼
「
単
位
」
は
あ
ら
ゆ
る

物
事
に
定
め
ら
れ
た
厳
格
な

基
準
だ
。
仕
事
を
す
る
上
で
、

こ
の
基
準
が
あ
い
ま
い
で
あ

れ
ば
致
命
的
な
事
態
に
発
展

す
る
可
能
性
も
あ
る
。
例
え

ば
、
建
設
業
界
に
お
い
て
は

「
長
さ
」
の
基
準
が
不
確
か

で
あ
れ
ば
、
建
物
の
崩
落
を

招
く
危
険
性
が
あ
る
。
単
位

と
い
う
共
通
規
格
に
よ
る
品

質
管
理
は
必
須
事
項
だ
▼
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
を
建
設
し
た
古
代

エ
ジ
プ
ト
で
は
、
長
さ
を
決

め
る
際
に
「
１
キ
ュ
ビ
ッ
ト

（
ひ
じ
か
ら
指
先
ま
で
と
同

じ
長
さ
）」
と
い
う
単
位
を

用
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
が
今

や
、
長
さ
の
基
準
は
極
め
て

厳
密
な
も
の
だ
。
例
と
し
て

「
１
ｍ
」
は
「
光
が
１
秒
の

２
億
９
９
７
９
万
２
４
５
８

分
の
１
の
時
間
に
真
空
を
伝

わ
る
距
離
」
と
な
っ
て
い
る

▼
古
代
か
ら
時
を
経
て
、
建

設
技
術
は
大
き
な
進
化
を
遂

げ
た
。
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

時
と
と
も
に
単
位
の
精
度
を

進
化
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
厳
格

な
基
準
を
定
め
、
精
度
の
誤

差
が
生
じ
な
く
な
っ
た
か
ら

こ
そ
、
ど
ん
な
場
面
で
も
高

い
品
質
の
仕
事
が
可
能
と

な
っ
た
▼
仕
事
で
も
私
生
活

で
も
、
多
く
の
場
面
で
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
単
位
を
目
に
す

る
機
会
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
は
、
元
を
た
ど
れ
ば
測
定

機
器
に
よ
っ
て
測
ら
れ
、
精

度
を
保
証
さ
れ
た
も
の
だ
。

測
定
機
器
が
あ
ら
ゆ
る
基
準

を
保
証
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

生
活
が
回
っ
て
い
る
。
現
代

は
単
位
に
よ
っ
て
厳
重
に
管

理
さ
れ
た
時
代
だ
。
世
界
は

測
定
機
器
が
つ
く
っ
て
い
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。             （
埼
玉
・
Ｔ
Ｋ
）

国
土
交
通
省
利
根
川
水
系

砂
防
事
務
所
は
浅
間
山
の
火

山
砂
防
事
業
で
、
早
け
れ
ば

２
０
２
３
年
１
月
に
２
件
の

堰
堤
工
事
を
公
告
す
る
。
対

象
は
、
濁
沢
第
一
砂
防
堰
堤

と
地
蔵
川
第
二
砂
防
堰
堤
。

９
カ
月
の
工
期
を
見
込
み
、

フ
レ
ッ
ク
ス
方
式
を
採
用
す

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
堰
堤
で
は

現
在
、
21
年
度
発
注
分
の
工

事
を
22
年
12
月
末
の
工
期
で

行
っ
て
お
り
、
進
捗
状
況
に

よ
り
発
注
時
期
や
工
事
内
容

が
変
更
と
な
る
。

工
事
は
浅
間
山
の
噴
火
に

よ
る
融
雪
型
火
山
泥
流
被
害

を
想
定
し
、鬼
押
出
し
園（
嬬

恋
村
鎌
原
１
０
５
３
）
の
東

側
に
砂
防
堰
堤
を
整
備
す
る

県
下
水
環
境
課
は
２
０
２

１
年
度
末
に
お
け
る
県
の
汚

水
処
理
人
口
普
及
率
が
83
・

１
％
と
な
り
、
20
年
度
末
時

点
の
調
査
か
ら
０
・
５
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
た
こ
と
を
示
し

た
。
全
国
平
均
は
92
・
６
％

で
、
全
国
39
位
の
整
備
率
と

な
る
。

太
田
市
は
旧
鳥
之
郷
市
営

住
宅
跡
地
（
鶴
生
田
町
７
３

３

－

９
９
ほ
か
）
の
約
１
万

４
９
０
０
㎡
の
土
地
を
市
有

地
利
活
用
提
案
型
に
よ
り
売

り
払
い
を
計
画
し
て
い
た

が
、
提
案
２
案
を
い
ず
れ
も

不
採
用
と
し
、
再
度
、
有
効

藤
岡
市
は
立
石
地
内
の
Ｊ

Ｒ
高
崎
線
線
路
下
に
敷
設
す

る
雨
水
排
水
管
、上
水
道
管
、

汚
水
管
敷
設
工
事
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ｒ
と
工
事
委
託
に
向

け
た
協
定
締
結
の
協
議
を
進

め
て
い
る
。
施
工
者
は
Ｊ
Ｒ

が
選
定
。
工
事
着
手
時
期
は

協
議
の
中
で
決
め
る
。

発
進
立
坑
の
中
心
部
か
ら

到
達
立
坑
の
中
心
部
ま
で
の

延
長
は
約
40
ｍ
。
上
水
道
管

と
汚
水
管
は
雨
水
排
水
管
と

並
行
し
て
敷
設
す
る
。
雨
水

排
水
管
が
φ
２
４
０
０
㎜
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
推
進
管
、
上

水
道
管
は
φ
３
５
０
㎜
の
さ

や
管
を
敷
設
し
、
さ
や
管
内

に
φ
２
０
０
㎜
の
ダ
ク
タ
イ

ル
鋳
鉄
管
（
Ｄ
Ｘ
型
）
を
整

高
崎
市
は
県
の
２
０
２
３

年
度
施
策
に
対
し
要
望
を

行
っ
た
。
新
規
で
豊
岡
経
大

通
り
線
道
路
整
備
事
業
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
。

豊
岡
経
大
通
り
線
は
、（
仮

称
）
豊
岡
新
駅
か
ら
主
要
地

方
道
あ
ら
町
下
室
田
線
ま
で

を
結
ぶ
延
長
１
０
４
０
ｍ
、

幅
員
13
・
３
ｍ
の
２
車
線
道

路
と
な
る
。
区
間
内
に
は
烏

川
を
跨
ぐ
（
仮
称
）
豊
岡
経

大
大
橋
の
新
設
も
計
画
す

る
。
豊
岡
経
大
大
橋
は
橋
長

約
３
０
０
ｍ
。
幅
員
は
13
・

３
ｍ
で
計
画
す
る
。

こ
の
ほ
か
の
新
規
要
望
は

横
断
歩
道
等
規
制
表
示
の
補

前
橋
市
（
山
本
龍
市
長
）

は
25
日
、
９
月
補
正
予
算
案

を
公
表
し
た
。
議
会
棟
の
整

備
を
め
ぐ
る
予
算
措
置
と
し

て
、
当
初
予
算
分
の
３
億
８

４
０
万
円
を
減
額
し
、
２
０

２
３
〜
24
年
度
を
期
間
と
す

る
債
務
負
担
行
為
を
設
定
。

対
象
場
所
は
下
早
川
田
町

地
内
に
あ
る
館
林
北
部
第
三

工
業
団
地
の
南
側
で
、
大
新

田
町
地
内
の
同
第
二
工
業
団

地
西
側
に
位
置
す
る
。
面
積

は
約
19
・
３ 

ha
。

工
業
用
地
が
約
13
・
０ 

ha

と
な
り
、
面
積
に
対
す
る
比

率
が
67
・
４
％
を
占
め
る
。

こ
の
ほ
か
主
な
公
共
用
地
と

県
は
、
館
林
市
大
新
田
町
で
新
規
産
業
団
地
を
計
画
し
て
い
る
館
林
北
部
第
四

地
区
造
成
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
事
業
決
定
を
公
示
し
た
。
対
象
面

積
は
約
19 

ha
。
併
せ
て
、
同
地
区
の
面
積
約
20 

ha
に
つ
い
て
も
市
街
化
区
域
の
編
入

も
決
定
し
て
い
る
。
工
業
用
地
を
中
心
に
道
路
や
水
路
、緑
地
な
ど
の
整
備
を
予
定
。

今
後
、
事
業
着
手
に
向
け
た
各
種
手
続
き
を
進
め
て
い
く
。

ホームページ
公告掲載情報

■
県
大
田
土
木

一
級
河
川
八
瀬
川
社
会
資
本
総
合
整
備（
防
災
・
安
全
）

（
５
か
年
）築
堤
工
事
分
割
２
号
を
ア
ッ
プ
し
ま
し
た

編集部よりお知らせ

群馬建設新聞

検 索

新聞に使用した記事（入札
情報除く）をホームページ
やブログなどに利用される
方はデータなどを無料提供
いたしますので弊社までご
連絡ください。

提供：群馬建設新聞
www.nikoukei.co.jp/gunma
上記２文を入れていただけ
れば自由に使っていただい
て結構です。ご連絡はメー
ルで。
gunma@ns.nikoukei.co.jp

館林北部第四工業団地の位置図

（県）海老瀬館林線

（主
）佐
野
行
田
線

東武佐野線 北部第二
工業団地

北部第三
工業団地

館林北部
第四工業団地

N

館
林
北
部
第
四
地
区
を
造
成
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約　
 

ha
対
象
に
事
業
化

県

造成予定地

し
て
◇
道
路
・
水
路
＝
約

２
・
２ 

ha（
比
率
11
・
４
％
）

◇
緑
地
＝
約
０
・
６ 

ha
（
同

３
・
１
％
）
◇
調
整
池
＝
約

３
・
４ 

ha
（
同
17
・
６
％
）

◇
鉄
塔
、
神
社
、
水
源
用
地

等
＝
約
０
・
１ 

ha
（
同
０
・

５
％
）

－

を
計
画
し
て
い

る
。施

行
区
域
内
に
幅
員
６
ｍ

〜
16
・
５
ｍ
の
区
画
道
路
を

配
置
す
る
ほ
か
、
区
域
面
積

の
３
％
以
上
と
な
る
よ
う
整

備
す
る
。
下
水
や
工
場
排
水

は
処
理
し
た
後
、
仲
伊
谷
田

承
水
溝
へ
放
流
。
雨
水
排
水

は
、
敷
地
南
側
に
位
置
す
る

調
整
池
に
に
よ
り
調
整
し
、

待
矢
場
両
堰
・
邑
楽
土
地
改

良
区
管
理
排
水
路
を
経
由
し

板
倉
川
へ
流
し
込
む
。

併
せ
て
、
県
企
業
局
に
よ

る
工
業
団
地
造
成
事
業
の
実

施
が
確
実
と
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
お
お
む
ね
10
年
以
内

に
優
先
的
か
つ
計
画
的
に
市

街
化
を
図
る
べ
き
地
区
と
な

る
た
め
、
市
街
化
区
域
に
編

入
す
る
。

造
成
の
対
象
と
な
る
地
区

件
、
20
年
度
は
２
１
５
件
と

な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
年

度
と
比
較
し
て
も
21
年
度
は

減
少
し
て
い
る
。

契
約
合
計
金
額
は
19
年
度

が
22
億
７
８
６
２
万
９
２
１

９
円
、
20
年
度
は
16
億
２
７

１
４
万
５
８
３
８
円
で
、
過

去
２
カ
年
と
比
較
す
る
と
21

年
度
が
最
も
少
な
か
っ
た
。

入
札
方
式
別
に
お
け
る
契

約
件
数
と
落
札
金
額
は
指
名

競
争
入
札
が
１
０
２
件
、
９

億
９
２
６
４
万
２
０
３
６
円

で
、
随
意
契
約
は
84
件
、
４

億
８
７
６
９
万
９
４
５
７
円

だ
っ
た
。
一
般
競
争
入
札
は

該
当
が
な
か
っ
た
。

21
年
度
の
平
均
落
札
率
は

93
・
９
１
％
。
19
年
度
が

93
・
６
１
％
、
20
年
度
は

93
・
４
７
％
と
な
っ
て
お

り
、
21
年
度
は
過
去
２
カ
年

で
最
も
高
い
数
値
と
な
っ

た
。
内
訳
は
指
名
競
争
入
札

が
92
・
１
９
％
で
、
随
意
契

約
は
97
・
６
２
％
と
な
っ
て

い
る
。

富
岡
市
は
２
０
２
１
年
度

に
お
け
る
業
務
委
託
の
契
約

件
数
が
１
８
６
件
、
契
約
金

額
の
合
計
は
14
億
８
０
３
４

万
１
４
９
３
円
と
な
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
20
年

度
と
比
較
し
て
契
約
件
数
は

29
件
減
、
契
約
金
額
の
合
計

は
１
億
４
６
８
０
万
４
３
４

５
円
減
少
し
た
。

過
去
２
カ
年
の
契
約
件
数

を
見
る
と
19
年
度
が
２
２
８

富
岡
市

２１年度業務委託発注状況
契約金額は１４．８億

は
主
要
地
方
道
佐
野
行
田
線

の
沿
線
に
位
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
北
自
動
車
道
館
林

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
北

へ
４
㎞
に
あ
り
高
速
交
通
網

へ
の
ア
ク
セ
ス
性
に
優
れ
た

区
域
と
な
る
。
１
９
７
０
年

５
月
25
日
付
け
で
首
都
圏
整

備
法
に
基
づ
く
都
市
開
発
区

域
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、

首
都
圏
に
お
け
る
計
画
的
工

業
配
置
と
均
衡
あ
る
地
域
社

会
の
発
展
に
寄
与
す
る
べ

く
、
都
市
計
画
事
業
と
し
て

工
業
団
地
を
造
成
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

な
お
、
同
地
区
を
含
め
館

林
市
域
の
大
半
が
浸
水
想
定

区
域
（
想
定
最
大
規
模
）
で

あ
る
た
め
、
館
林
市
強
靭
化

工事を行う濁沢第一・第二砂防堰堤

も
の
。

濁
沢
第
一
砂
防
堰
堤
は
堤

長
３
４
２
ｍ
、
高
さ
７
ｍ
、

泥
流
捕
捉
量
５
万
２
０
０
０

㎥
の
規
模
と
な
る
。
22
年
度

分
工
事
は
盛
り
土
お
よ
び
埋

め
戻
し
約
３
０
０
０
㎥
、
砂

防
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
約
３
５

０
０
㎥
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

約
２
４
０
０
㎥
、
仮
設
工
一

式
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

工
事
用
道
路
の
建
設
は
行
わ

な
い
。
現
在
は
第
一
・
第
二

砂
防
堰
堤
と
第
二
砂
防
副
堰

堤
で
盛
り
土
な
ど
を
内
容
と

し
た
工
事
を
佐
藤
建
設
工
業

（
渋
川
市
）
が
進
め
て
い
る
。

第
二
砂
防
堰
堤
は
22
年
度
末

で
完
了
を
予
定
す
る
。

地
蔵
川
第
二
砂
防
堰
堤
は

堤
長
５
２
８
ｍ
、高
さ
10
ｍ
、

泥
流
捕
捉
量
12
万
㎥
の
構

造
。
22
年
度
工
事
は
盛
り
土

約
１
万
㎥
、
ソ
イ
ル
セ
メ
ン

ト
約
１
万
㎥
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
約
４
０
０
㎥
、
仮
設
工

一
式
な
ど
を
計
画
し
て
い

る
。
第
二
砂
防
堰
堤
で
は
現

在
、
21
年
度
分
工
事
と
し
て

掘
削
、
盛
土
工
、
ソ
イ
ル
セ

メ
ン
ト
な
ど
を
渡
辺
建
設

（
嬬
恋
村
）
が
施
工
中
。

な
お
、
地
蔵
川
第
一
砂
防

堰
堤
で
は
堰
提
工
事
を
計
画

し
て
い
る
。延
長
２
３
４
ｍ
、

高
さ
７
・
５
ｍ
、
泥
流
捕
捉

量
２
万
㎥
の
規
模
で
あ
り
、

23
年
度
以
降
に
発
注
す
る
。

同
事
業
の
群
馬
県
側
に
お

い
て
は
こ
の
ほ
か
に
小
滝
沢

（国）利根砂防

濁
沢
砂
防
堰
堤
な
ど
２
件

１
月
に
も
工
事
公
告 議

会
棟
整
備
へ
７
億

前 橋 市
９月補正案

道
水
路
補
修
で
改
良
費
確
保

豊
岡
経
大
通
り
盛
る

高崎市

県
へ
23
年
度
施
策
を
要
望

限
度
額
を
工
事
費
７
億
５
０

０
０
万
円
と
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
道
水
路
補
修
改
良
事
業

で
約
３
億
円
な
ど
を
追
加
し

て
い
る
。

議
会
棟
関
連
は
、
現
議
会

棟
の
解
体
と
、
本
庁
舎
へ
の

接
続
工
事
と
を
一
括
し
て
発

注
す
る
方
針
へ
転
換
。
こ
れ

に
伴
い
、
当
初
予
算
分
の
工

事
費
を
減
額
。
加
え
て
、
当

初
予
算
で
設
定
し
た
債
務
負

担
行
為
の
期
間
と
限
度
額
を

変
更
し
、
工
事
費
総
額
を
７

億
５
０
０
０
万
円
と
し
た
。

ま
た
、
同
工
事
の
監
理
業
務

委
託
料
と
し
て
限
度
額
４
０

０
万
円
の
債
務
負
担
行
為
を

設
定
し
て
い
る
。

自
治
会
要
望
な
ど
に
対
応

す
る
道
水
路
補
修
改
良
事
業

は
２
億
９
２
９
７
万
８
０
０

０
円
を
確
保
。
主
に
補
修
や

修
繕
な
ど
を
行
う
も
の
で
、

各
施
工
内
容
を
考
慮
し
つ

つ
、
地
域
ご
と
に
分
割
し
て

の
工
事
発
注
を
見
込
む
。

国
庫
補
助
の
内
示
に
伴

い
、
建
設
関
連
事
業
の
予
算

を
整
理
。
土
地
区
画
整
理
事

業
で
総
額
４
億
１
１
４
１
万

３
０
０
０
円
を
追
加
し
た
。

う
ち
、
元
総
社
蒼
海
に
３
億

４
４
５
６
万
９
０
０
０
円
を

充
て
る
。
公
園
関
連
で
は
１

億
４
３
０
万
円
を
計
上
。
内

訳
は
◇
前
橋
総
合
運
動
公
園

＝
６
０
０
０
万
円
◇
荻
窪
公

園
＝
２
０
０
０
万
円
◇
都
市

公
園
長
寿
命
化
＝
１
８
０
０

砂
防
堰
堤
で
工
事
を
進
め
て

お
り
、
渡
辺
建
設
が
担
当
し

て
い
る
。

計
画
に
基
づ
き
、
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
対
策
を
適
切
に
組
み

合
わ
せ
た
総
合
的
な
対
策
を

講
じ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

万
円

－

な
ど
。

教
育
施
設
関
連
で
は
、
共

同
調
理
場
運
営
事
業
に
７
４

３
５
万
円
を
追
加
。
東
部
共

同
調
理
場
と
南
部
共
同
調
理

場
を
対
象
に
真
空
冷
却
機
を

施
工
。
東
部
は
新
設
、
南
部

は
更
新
に
取
り
組
む
。
各
工

事
の
発
注
時
期
は
こ
れ
か
ら

の
検
討
事
項
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
施
工
中
の
西
部

共
同
調
理
場
延
命
化
工
事

で
、
工
期
変
更
に
伴
う
追
加

を
行
う
。

一
般
会
計
で
は
55
億
８
９

９
４
万
９
０
０
０
円
を
追

加
、
総
額
１
６
１
６
億
９
４

２
９
万
５
０
０
０
円
と
し

た
。

修
促
進
で
、
県
管
理
道
路
に

お
け
る
通
学
路
上
の
横
断
歩

道
や
一
時
停
止
標
示
な
ど
の

交
通
規
制
表
示
の
補
修
な

ど
。継

続
要
望
の
幹
線
道
路
・

橋
梁
な
ど
整
備
は
◇
国
道
４

０
６
号
＝
倉
渕
町
権
田
、
倉

渕
町
三
ノ
倉
、
中
室
田
町
、

下
室
田
町
、
中
里
見
町
、
下

里
見
町
、
上
豊
岡
町
、
下
豊

岡
町
地
内
の
道
路
改
良
、
交

差
点
改
良
、
歩
道
整
備
◇
国

道
２
５
４
号
＝
吉
井
町
下
長

根
地
内
の
道
路
改
良
、
歩
道

整
備
、
橋
梁
架
け
替
え
◇
主

要
地
方
道
前
橋
箕
郷
線
＝
金

古
町
、
足
門
町
地
内
の
歩
道

整
備
、
交
差
点
改
良
◇
主
要

地
方
道
高
崎
東
吾
妻
線
＝
箕

郷
町
上
芝
、
箕
郷
町
下
芝
、

箕
郷
町
西
明
屋
、
箕
郷
町
松

之
沢
、
榛
名
湖
町
、
浜
川
町

地
内
の
道
路
改
良
、
交
差
点

改
良
、
歩
道
整
備
◇
主
要
地

方
道
渋
川
松
井
田
線
＝
倉
渕

町
水
沼
、
倉
渕
町
岩
氷
、
倉

渕
町
川
浦
、
榛
名
山
町
、
榛

名
湖
町
地
内
の
道
路
改
良
◇

主
要
地
方
道
下
仁
田
安
中
倉

渕
線
＝
上
里
見
町
地
内
の
道

路
改
良
◇
主
要
地
方
道
長
野

原
倉
渕
線
＝
倉
渕
町
川
浦
、

倉
渕
町
権
田
地
内
の
道
路
改

良
◇
主
要
地
方
道
あ
ら
町
下

室
田
線
＝
神
戸
町
、
下
室
田

町
、
下
小
塙
町
地
内
の
交
差

点
改
良
、
歩
道
整
備
◇
主
要

地
方
道
高
崎
渋
川
線
バ
イ
パ

ス
＝
冷
水
地
内
の
交
差
点
整

備
◇
主
要
地
方
道
藤
岡
大
胡

線
＝
新
町
地
先
の
歩
道
整
備

◇
主
要
地
方
道
高
崎
神
流
秩

父
線
＝
吉
井
町
塩
地
内
の
道

路
改
良
◇
主
要
地
方
道
前
橋

高
崎
線
＝
貝
沢
町
地
内
の
交

差
点
改
良
◇
県
道
榛
名
山
箕

郷
線
＝
箕
郷
町
西
明
屋
、
箕

郷
町
金
敷
平
、箕
郷
町
善
地
、

箕
郷
町
中
野
、
宮
沢
町
、
榛

名
湖
町
地
内
の
道
路
改
良
、

歩
道
整
備
◇
県
道
箕
郷
板
鼻

線
＝
白
岩
町
、
高
浜
町
、
神

戸
町
地
内
の
交
差
点
改
良
、

道
路
改
良
◇
県
道
新
井
下
室

田
線
＝
下
室
田
町
、宮
沢
町
、

十
文
字
町
地
内
の
道
路
改
良

◇
県
道
安
中
榛
名
湖
線
＝
下

室
田
町
、
中
室
田
町
、
上
室

田
町
、
榛
名
山
町
地
内
の
道

路
改
良
◇
県
道
落
合
上
里
見

線
＝
上
里
見
町
地
内
の
道
路

改
良
◇
県
道
金
井
高
崎
線
＝

吉
井
町
上
奥
平
地
内
の
道
路

改
良
◇
県
道
柏
木
沢
大
八
木

線
＝
井
出
町
地
内
の
交
差
点

改
良
、
歩
道
整
備
◇
烏
川
橋

梁
架
設
＝
国
道
４
０
６
号
〜

下
仁
田
安
中
倉
渕
線
、
中
室

田
町
、
上
里
見
町

－

。

Ｊ
Ｒ
と
協
議
進
む

藤岡市

立
石
で
雨
水
管
推
進
工
事

備
す
る
。
汚
水
管
は
φ
２
５

０
㎜
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
推
進

管
を
敷
設
す
る
。

工
法
は
泥
濃
式
推
進
工

法
。
線
路
南
側
に
９
２
０
０

㎜
×
８
８
０
０
㎜
の
発
進
立

坑
を
設
置
し
、
北
側
に
７
６

鳥
之
郷
住
宅
の
跡
地

有
効
活
用
を
再
検
討

太
田
市

活
用
に
向
け
て
策
を
練
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
２
０

２
２
年
度
内
に
再
度
、
同
様

の
か
た
ち
で
公
募
を
す
る
可

能
性
は
低
い
と
い
う
。

土
地
の
最
低
売
却
価
格
は

２
億
７
４
３
６
万
６
０
０
０

円
。
売
り
払
い
条
件
に
は
戸

建
て
住
宅
の
分
譲
地
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
や
、
提
案
内

容
に
基
づ
い
て
、
３
年
以
内

に
事
業
着
手
す
る
こ
と
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
審
査

項
目
に
は
景
観
へ
の
配
慮
や

快
適
な
住
環
境
、
地
域
と
の

調
和
な
ど
５
項
目
を
設
定
し

て
い
た
。

市
と
し
て
は
鳥
之
郷
市
営

住
宅
が
建
設
さ
れ
て
い
た
時

代
に
は
多
く
の
市
民
が
生
活

を
し
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
生
活
の
場
を

提
供
を
求
め
て
い
た
。

県
の
汚
水
処
理
人
口

普
及
率
は
83
・
１
％

県
下
水
環
境
課

０
０
㎜
×
８
８
０
０
㎜
の
到

達
立
坑
を
設
け
る
。
立
坑
は

発
進
、
到
達
共
に
深
さ
14
・

５
ｍ
の
鋼
矢
板
で
築
造
。
当

初
予
算
で
２
０
２
２
〜
24
年

度
を
期
間
と
す
る
債
務
負
担

行
為
に
整
備
委
託
料
５
億
円

を
限
度
額
に
設
定
し
た
。

設
計
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
（
東
京
都
品
川

区
）
が
手
掛
け
た
。

処
理
方
法
ご
と
の
占
め
る

割
合
は
◇
下
水
道
55
・
４
％

◇
農
業
集
落
排
水
６
・
１
％

◇
合
併
処
理
浄
化
槽
20
・

５
％
◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ン
ト
１
・
１
％

－

。
下
水

道
は
20
年
度
か
ら
０
・
３
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

市
町
村
ご
と
に
み
る
と
、

普
及
率
が
最
も
伸
び
た
の
は

神
流
町
で
、
20
年
度
か
ら

４
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
の

52
・
７
％
と
な
っ
た
。

小
滝
沢
砂
防
堰
堤
は
22
年

度
末
に
、
濁
沢
第
一
砂
防
堰

堤
と
地
蔵
川
第
二
砂
防
堰
堤

は
23
年
度
末
に
工
事
完
了
と

な
り
、
事
業
全
体
で
は
32
年

度
の
完
了
を
予
定
し
て
い

る
。
今
後
も
地
蔵
川
第
一
砂

防
堰
堤
や
、
赤
川
、
大
堀
沢
、

大
堀
沢
西
、
東
泉
沢
で
新
た

に
堰
堤
整
備
を
計
画
し
て
い

る
。
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